
校内における研究や研修の工夫

キャリア教育の指導の重点

　

本校の授業改善に向けた視点

評価活動の工夫 小中一貫の視点に沿った工夫

総合的な学習の時間の
指導の重点

指導内容・指導方法の工夫 教育課程編成上の工夫

令和2年度　学力向上を図るための全体計画

　

児童・保護者・地域の実態・教師の願い

 各教科の指導の重点

31練馬区立光が丘夏の雲小学校

家庭や地域社会との連携の工夫

学校経営方針（学力向上にかかわる要点） 道徳教育の指導の重点

生活指導の指導の重点

本校における　　「確かな学力」

特別活動の指導の重点

進んで学び、深く考える子供

学んだことを生活や学習に生かす力

各教科・領域等で身に付けさせたい基礎・基本

学習への興味・関心・意欲

基本的な生活習慣・学習習慣

関係法規等
・日本国憲法

・教育基本法

・学校教育法

学校教育目標

○ 進んで学び 深く考える子供
○ 思いやりをもって 行動する子供
○ 体をきたえ やりぬく子供

・落ち着いて生活、学習ができる児童、教育活

動に関心の高い保護者、光が丘に誇りをもつ

地域、統合前の旧校の良さを大切にしてほし

いとの願い。それらを踏まえた教育活動を展開

し、児童の学力を向上させていきたい。

○個々の児童に応じた指

導を行い、基礎的・基本

的な内容の確実な充実

を図る。

○児童の学ぶ意欲を高め

るために少人数・ＴＴ・グ

ループ学習を行うなど、

指導方法や指導体制の

工夫・改善に努める。

○生涯学習体系の基礎を培う学習活動を行う。

○児童に夢を与える教育を重点的な取組事項とする。

○児童一人一人の可能性を伸ばす授業を創造するために、研修・研究を充実させ、

その上で指導形態を工夫するとともに改善を行う。

○情報化社会を生きる資質を養う教育活動を行う。

○オリンピック・パラリンピック教育の推進を図ると共に国際性を育む教育活動を行う。

○全教科、領域その他日常の学校生活全般から、言語表現活動の充実とコミュニ

ケーション能力の育成に努める。

○児童の興味・関心を生
かし、教科から発展させ
た課題や地域の特色を
生かした課題を設定し、
児童自ら課題解決に取
り組む態度や能力を育
てる。

○課題解決のために、外

部指導者との協力指導

や様々な学習方法等を

工夫する。

○学級活動および児童会活
動の充実を図るとともに、望
ましい集団活動を通して豊
かな人間関係を育む。

○学校行事における体験的
な活動を通して、喜びや苦
労を分かち合い、集団への
所属感や一体感を深める。

○クラブ活動を通して、興味・

関心を追究する活動を行い、

個性の伸長を図る。

○日常の学習の中で、児童一人一人が自分の能力や良さに気付き、

自己の可能性を追究する態度を育てる。

○地域で働いている人や地域の人々と触れ合うことにより、望ましい勤

労観・職業観を身に付け、自分の生き方について考えさせるようにす

る。
○成育段階に応じたキャリア発達の特徴を捉え、充実を図り、自分で課
題を見出し、挑戦する気持ちを育成する。

○職員全員が共通理解の下、組織的に課題の解決にあたり、心身ともに

健やかな児童の育成を図る。

○登校しぶりや友達関係など、児童の心の悩みの解決のために、スクー

ルカウンセラー・心のふれあい相談員等との連携を図る。
○児童の安全を守るため、非常時における緊急対応や連絡体制の整備
をするとともに、安全指導の徹底を図る。

○学級担任、習熟度別指

導加配教員、専科教員、

学力向上支援講師等と

の連携と情報交換を密

にして、個に応じたきめ

細かい指導を行う。また、

習熟度別指導やＴＴを

行う際には、事前の打

ち合わせと準備を十分

に行い指導効果の向上

に努める。
○児童一人一人の学習状
況を的確に把握するた
めに指導記録等を取り、
個に応じた適切な支援
を行うことによって、達
成の喜びを味わわせる
工夫をする。

○コンピュータリテラシー
の指導計画を作成し、
学習活動での活用を図
るとともに、学校図書館

○週ごとの指導計画の作
成・提出により、学習指
導計画の具現化を図り、
見通しをもって指導を行
うとともに授業時数確保
を図る。

○学年推薦図書の紹介等
を行い、読書指導の充実
を図る。

○体力テストを実施し、児
童の体力を的確に把握
するとともに、体力向上
に向けた取り組みを行う。

○月1回以上の校内研究会
を設定し、研究の指針を
明確にして共通認識の
下で研究活動が行えるよ
うにする。また、分科会内
等の授業も含めて、一人
一回は研究授業を行う。

○中学校と互いの授業を参
観し合うなど、小中一貫
の視点もって、研究を進
めていく。

○意図的・計画的な学習活
動と評価を行うために、
年間学習指導計画・評
価計画を作成し、各学級
等では児童の実態を踏
まえて学級経営計画・教
科経営計画を作成する。

○児童自らが学習状況を
的確に把握し、意欲を
もって積極的に学習活動
を行うため自己評価活動
の充実に努める。

○第2土曜日等に授業公
開や学校行事の公開を
実施する。

○学校図書館ボランティア
「よむよむ」や公立図書
館との連携を図り、読み
聞かせやブックトーク、
ブックラリー等の活動を
推進する。

○地域に根ざした学校を
目指し、地域の人材や
自然・文化を活用した
体験的な活動を学年の
発達段階に応じて設定
し、充実した活動ができ
るよう創意工夫を加える。

○放課後未来塾において
児童の基礎基本の力の
向上を図る。

○小中一貫教育実践校とし

て、９年間を見通した継

続的な学習指導・生活指

導の充実を図る。教科分

科会ごとに課題を決めて

意見交換をし、授業改善

に努める。
○6年生の部活動体験、海
外派遣報告会、入学説
明会参加などの活動を
通して中学校進学を前
向きに希望をもってとら
えられるようにする。

○社会規範・行動様式の内面
化を図り、家庭や地域と連
携し、思いやりの心や協力
する気持ちを大切にした
道徳的実践力を育成する。

○教育活動全体を通して道
徳的心情・態度を育成する。

○学校・家庭・地域社会の連
携による道徳教育を推進す
る。


